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東日本大震災の被害者へのお見舞い

３月 11日、東日本太平洋側に未曾有の大震災が発生いたしました。
被災された方々には、心からお悔やみ・お見舞いを申し上げます。

笠間市議会議員一同
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月　日 曜　日 議　　事 摘　要

① 3 月 1 日 火
開会、会期の決定　　　　　  請願・陳情（付託）
議案上程・提案理由の説明　　質疑・討論・採決（議案の一部）

② 2 日 水 議案調査　

③ 3 日 木 議案質疑・委員会付託　　予算特別委員会設置・付託

④ 4 日 金 議会運営委員会　

⑤ 5 日 土

⑥ 6 日 日

⑦ 7 日 月 常任委員会（総務・土木建設）

⑧ 8 日 火 常任委員会（文教厚生・産業経済）

⑨ 9 日 水 議事整理

⑩ 10 日 木 予算特別委員会（第１日）

⑪ 11 日 金 予算特別委員会（第２日）

⑫ 12 日 土

⑬ 13 日 日

⑭ 14 日 月 予算特別委員会（第３日） 震災により中止

⑮ 15 日 火 一般質問 震災により中止

⑯ 16 日 水 一般質問 震災により中止

⑰ 17 日 木 一般質問 震災により中止

⑱ 18 日 金
予算特別委員会　　　　　　　　　各委員会委員長報告
質疑・討論・採決（議案の一部）　  閉会

平成 23 年 第１回定例会

平成23年度予算などを可決

　平成 23年第１回笠間市議会定例会が、３月１日
から 18日までの 18日間の会期で開催されました。
初日の１日は、会期の決定、請願陳情の委員会付託、
茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙、市長
の市政方針、１件の報告と採決、42 件の提出議案
の説明と 18件の採決が行われました。
　２日は、議案調査のため休会とし、３日は、議案
に対する質疑を行い、所管の常任委員会に議案を付
託しました。また、８人による予算特別委員会を設
置し、新年度予算の審議を行うこととしました。
　４日は、議事整理のため休会とし、７日は、総務・
土木建設の常任委員会、８日は、文教厚生・産業経
済の常任委員会が開催されました。９日は、議事整
理のため休会としました。

　10日、11日、18日には、予算特別委員会が開催され、付託された議案の審査を行い、最終日の 18日は、
各委員長から議案の審査報告を受け、採決を行いました。また、市長から追加提案された笠間市副市長に関す
る議案１件、委員会提出議案３件を可決して全日程を終了しました。
　なお、東日本大震災による緊急対応のため、予定していた予算特別委員会の一部（11日の午後２時46分以降、
14日）及び一般質問（15日、16日、17日）が日程変更されました。

防災服で行われた本会議（３月18日）

平成 23 年第 1 回笠間市議会定例会会期日程
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議 案 番 号 等 議　案　名　等 審  議  結  果
選挙第  ９号 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員一般選挙について 当選（萩原瑞子）

請願第 23－2 号 保育制度改革に関する意見書提出を求める請願書 不 採 択
請願第 23－3 号 請願書「八ッ場ダム等水源開発の検証検討について」 不 採 択
請願第 23－4 号 子宮けいがん、ヒブ、小児用肺炎球菌の３ワクチンの定期接種化を求める請願書 採　　択
請願第 23－5 号 若者の雇用対策の更なる充実を求める請願書 採　　択
請願第 23－6 号 コメの戸別所得補償制度の見直しを求める請願書 採　　択

報告第  ２号 専決処分の承認を求めることについて（工事請負契約の変更について） 原案承認
議案第  ３号 笠間市政治倫理審査会委員の選任に同意を求めることについて 原案同意
議案第  ４号 笠間市政治倫理審査会委員の選任に同意を求めることについて 原案同意
議案第  ５号 笠間市政治倫理審査会委員の選任に同意を求めることについて 原案同意
議案第  ６号 笠間市政治倫理審査会委員の選任に同意を求めることについて 原案同意
議案第  ７号 笠間市政治倫理審査会委員の選任に同意を求めることについて 原案同意
議案第  ８号 笠間市監査委員の選任に同意を求めることについて 原案同意
議案第  ９号 笠間市公の施設の広域利用に関する協定の実施のための特例条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 10 号 笠間市税条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 11 号 笠間市手数料条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 12 号 笠間市放課後児童クラブの運営に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 13 号 笠間市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 14 号 笠間市野外ステージの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 15 号 あたごフォレストハウスの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 16 号 笠間市の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 17 号 笠間市スポーツ振興基金条例を廃止する条例について 原案可決
議案第 18 号 笠間市消防団員の任免、定員、服務等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 19 号 笠間市まちづくり振興基金条例について 原案可決
議案第 20 号 公の施設の広域利用に関する協議について 原案可決
議案第 21 号 汚泥焼却炉施設等の建設及び維持管理に関する事務の委託に関する規約の変更について 原案可決
議案第 22 号 平成 22 年度笠間市一般会計補正予算（第 6 号） 原案可決
議案第 23 号 平成 22 年度笠間市国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決
議案第 24 号 平成 22 年度笠間市老人保健特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決
議案第 25 号 平成 22 年度笠間市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決
議案第 26 号 平成 22 年度笠間市介護保険特別会計補正予算（第 3 号） 原案可決
議案第 27 号 平成 22 年度笠間市介護サービス事業特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決
議案第 28 号 平成 22 年度笠間市公共下水道事業特別会計補正予算（第 4 号） 原案可決
議案第 29 号 平成 22 年度笠間市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 4 号） 原案可決
議案第 30 号 平成 22 年度笠間市岩間駅東土地区画整理事業特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決
議案第 31 号 平成 22 年度笠間市立病院事業会計補正予算（第 2 号） 原案可決
議案第 32 号 平成 22 年度笠間市水道事業会計補正予算（第 4 号） 原案可決
議案第 33 号 平成 22 年度笠間市工業用水道事業会計補正予算（第 2 号） 原案可決
議案第 34 号 平成 23 年度笠間市一般会計予算 原案可決
議案第 35 号 平成 23 年度笠間市国民健康保険特別会計予算 原案可決
議案第 36 号 平成 23 年度笠間市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
議案第 37 号 平成 23 年度笠間市介護保険特別会計予算 原案可決
議案第 38 号 平成 23 年度笠間市介護サービス事業特別会計予算 原案可決
議案第 39 号 平成 23 年度笠間市公共下水道事業特別会計予算 原案可決
議案第 40 号 平成 23 年度笠間市農業集落排水事業特別会計予算 原案可決
議案第 41 号 平成 23 年度笠間市岩間駅東土地区画整理事業特別会計予算 原案可決
議案第 42 号 平成 23 年度笠間市立病院事業会計予算 原案可決
議案第 43 号 平成 23 年度笠間市水道事業会計予算 原案可決
議案第 44 号 平成 23 年度笠間市工業用水道事業会計予算 原案可決
議案第 45 号 笠間市副市長の選任に同意を求めることについて 原案同意

委員会提出議案第２号 子宮頸がん予防、ヒブ、小児用肺炎球菌の３ワクチンの定期接種化を求める意見書について 原案可決
委員会提出議案第３号 若者の雇用対策の更なる充実を求める意見書について 原案可決
委員会提出議案第４号 コメの戸別所得補償制度の見直しを求める意見書について 原案可決

平成 23 年 第 1 回定例会

第１回定例会　提出議案等の審議結果

★ 3/1 議決、その他 3/18 議決
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今
期
定
例
会
に
総
額
４
６
８
億
８
０
９

４
万
１
千
円
の
笠
間
市
の
平
成
23
年
度
予

算
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

を
受
け
議
会
で
は
、
各
常
任
委
員
会
か
ら

２
人
の
８
人
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
平
成
23
年
度
予
算
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
審
査
は
、
部
単
位
で
課

ご
と
に
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
を
行
い

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
審
査
の
過
程
で
の

主
な
質
疑
や
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
な

ど
に
つ
い
て
部
単
位
で
紹
介
し
ま
す
。

■
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
意
見
等

市
長
公
室

　

�

テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
場
所
と
効

果
、路
線
バ
ス
の
利
用
状
況
と
代
替
案
、

企
業
誘
致
の
現
状
と
企
業
誘
致

推
進
室
の
活
動
状
況
、
デ
マ
ン

ド
交
通
に
係
る
総
費
用
と
内
訳
、

ボ
ー
ト
ピ
ア
岩
間
環
境
整
備
協

力
金
の
交
付
率
が
減
に
な
っ
た

根
拠
、
電
算
業
務
委
託
料
の
前

年
と
の
比
較
な
ど
に
つ
い
て
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
部

　

�

行
政
事
務
連
絡
交
付
金
の
算
出

方
法
、
廃
棄
文
書
の
裁
断
処
理

の
方
法
、
ま
ち
づ
く
り
振
興
基

金
積
立
金
の
今
後
の
計
画
、
太

陽
光
発
電
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
採

用
し
た
効
果
、
滞
納
整
理
の
体
制
と
現

在
ま
で
の
成
果
、
税
の
差
押
え
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

市
民
生
活
部

　

�

住
基
カ
ー
ド
運
用
の
将
来
に
向
け
て
の

方
向
性
、
支
所
を
含
め
た
窓
口
体
制
の

統
一
、
ゴ
ミ
指
定
袋
の
作
製
状
況
、
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定
業
務
委

託
料
の
内
容
と
目
的
、
エ
コ
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
か
さ
ま
福
田
地
区
対
策
協
議
会

補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

福
祉
部

　

�

い
こ
い
の
家
の
利
用
状
況
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
い
わ
ま
の
今
後
の
方
向
性
、
子
ど

も
手
当
の
状
況
、
保
育
士
の
現
状
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
、

ひ
ぬ
ま
荘
の
利
用
状
況
と
今
後
の
方

針
、
敬
老
会
の
各
地
区
の
実
施
状
況
と

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
、
介
護
認
定
審
査

会
の
実
施
状
況
と
申
請
か
ら
結
果
が
で

る
ま
で
の
期
間
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
本
部

　

�

購
入
す
る
消
防
自
動
車
の
規
格
や
仕
様

等
、
救
急
救
命
士
研
修
の
内
容
、
消
防

団
の
現
状
、
医
薬
材
料
費
を
減
額
し
た

根
拠
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

教
育
委
員
会

　

�

遠
距
離
通
学
費
補
助
金
の
補
助
基
準
、

私
立
幼
稚
園
の
保
護
者
負
担
の
状
況
、

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
の
制
度
内

容
、
学
校
の
耐
震
化
に
対
す
る
認
識
と

今
後
の
見
通
し
、
笠
間
城
保
存
整
備
基

礎
調
査
委
託
料
の
内
容
、
社
会
教
育
主

事
の
派
遣
状
況
、
指
定
文
化
財
管
理
費

補
助
金
の
目
的
、
公
民
館
使
用
料
の
３

館
の
差
異
、
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
の
推
進
と

光
熱
水
費
の
関
係
、
公
民
館
講
座
の
状

況
、
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
協
力
金
を
新
規

事
業
と
し
て
取
り
入
れ
た
経
緯
、
マ
ラ

ソ
ン
大
会
補
助
金
の
算
出
根
拠
な
ど
に

つ
い
て
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

保
健
衛
生
部

　

�

国
保
会
計
へ
の
繰
出
金
の
将
来
見
通

し
、
予
防
接
種
の
事
故
等
に
対
す
る
救

済
制
度
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

■
地
震
発
生
後
の
経
過

　

�

委
員
会
で
は
、
活
発
な
質
疑
や
意
見
が

交
わ
さ
れ
審
査
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま

し
た
が
、
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
に

発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

よ
り
委
員
会
は
中
断
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
は
各
委
員
が
独
自
に
審
査
を
行

い
、
３
月
18
日
に
委
員
会
を
再
開
し
、

採
決
を
行
い
平
成
23
年
度
の
す
べ
て
の

予
算
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

■
委
員
会
と
予
算
の
詳
細
に
つ
い
て

　

�

会
議
録
と
「
わ
か
り
や
す
い
か
さ
ま
の

予
算
」
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
各
図
書

館
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

活発な議論が交わされた予算特別委員会

平
成
23
年
度
予
算
を
審
査
し
ま
し
た

ー
予
算
特
別
委
員
会
ー

平成 23 年度 第 1 回定例会

会　計　名 予　算　額
一般会計 27,320,000

特
別
会
計

国民健康保険 8,042,000
後期高齢者医療 623,000
介護保険 4,708,000
介護サービス事業 25,000
公共下水道事業 2,571,000
農業集落排水事業 553,000
岩駅東土地区画整理事業 170,000

企
業
会
計

市立病院事業 544,700
水道事業 2,267,158
工業用水道事業 57,083

合　　計 46,880,941

平成 23 年度会計別予算の状況� （千円）
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１
月
25
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
、
地
域

活
性
化
交
付
金
に
関
連
す
る
補
正
予
算
な

ど
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
国
の
緊
急
経
済

対
策
に
よ
り
、
雇
用
の
支
援
、
地
域
経
済

の
活
性
化
、
安
心
安
全
の
実
現
、
公
共
施

設
の
整
備
な
ど
行
う
も
の
で
、
全
会
一
致

に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
T
P
P
交
渉
参
加
反
対
に
関

す
る
請
願
を
採
択
し
、
関
係
機
関
に
意
見

書
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

３
月
30
日
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
災
害
復
旧
最
優
先
の
予
算
執
行
、
被

災
者
支
援
の
充
実
、
原
発
事
故
対
策
な
ど
盛
り
込
ん
だ
東
日
本
大
震
災
の
災

害
復
旧
に
関
す
る
要
望
書
を
取
り
ま
と
め
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
12
日
の
全
員
協
議
会
で
は
、
議
会
と
し
て
の
平
成
23
年
度

予
算
の
執
行
に
つ
い
て
協
議
し
、
政
務
調
査
費
や
視
察
研
修
旅
費
な
ど
で

６
０
０
万
円
の
議
会
経
費
を
減
額
し
、
災
害
復
旧
予
算
に
組
み
替
え
る
よ
う

市
長
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

平成 23 年 第 2 回臨時会／全員協議会

第
２
回
臨
時
会

平成 23 年 第 2 回臨時会　提出議案等の審議結果（1/25）

議案番号等 議案名等 審議結果

請　　願
第 23－ 1号 TPP 交渉参加反対に関する緊急請願 採　　択

議案第 2号 平成 22 年度笠間市一般会計補正予
算（第５号） 原案可決

委員会提出
議案第 1号

TPP 交渉参加反対に関する意見書に
ついて 原案可決

柴沼議長から山口市長に要望書を提出

東日本大震災の災害復旧に関する要望書を提出（3/30）

 

議
会
経
費
６
０
０
万
円
を
災
害
復
旧
経
費
に

人　

事

笠
間
市
副
市
長

田
所　

和
弘（
茨
城
県
よ
り
）

笠
間
市
政
治
倫
理
審
査
会
委
員

篠
崎　

和
則（
弁

護

士
）

大
林　

直
樹（
公
認
会
計
士
）

鶴
田　

亮
子（
公　
　
　

募
）

太
田　

英
雄（
公　
　
　

募
）

塩
原　
　

仁（
公　
　
　

募
）

笠
間
市
監
査
委
員

海
野　

隆
夫（
税　

理　

士
）

平成 23年 3月 30日
笠間市長　山口　伸樹　様

笠間市議会議長　柴沼　広
東日本大震災の災害復旧に関する要望書

　この度の東北地方太平洋沖地震は笠間市にも家屋や道路、上下水道の損壊など甚大な被害をもたらし、市民生活
に大きな影響を与えています。さらに、原発事故による放射能汚染などにより市民は不安を抱え、1日も早い復興
を待ち望んでいます。
　このような状況の中、議会にも多くの市民から災害復旧に対する要望が寄せられています。
　つきましては、笠間市議会として、東日本大震災の災害復旧に関する要望書を提出いたしますので、速やかな対
応をお願いいたします。

記
要望事項
　１．新年度予算執行について
　　　平成 23年度予算の執行については、災害復旧を最優先に行うこと。
　２．被災者支援について
　　（1）被災者に対する支援制度及び支援体制を早急に整備すること。
　　（2）被災者に対する適切な情報提供と総合的な被災相談窓口を継続すること。
　　（3）被災者の状況にあった適切な災害ゴミ受入を行うこと。
　３．福島第一原発事故対策について
　　（1）徹底的な事故対策を進めるよう市から国及び東電に要望すること。
　　（2）市として水道水の放射能測定を継続すること。また、大気や農作物の放射能測定も行うこと。
　　（3）�被害の状況を明らかにし、風評被害等を受けた農家への補償制度を国・県に求めること。また、必要に

応じて市独自の救済制度も検討すること。なお、補償にあたっては、生産規模の大小や販売経路の違い
によって差別することなく、被害を受けたすべての農家に適用すること。

　　（4）暫定規制値以下の品目に対しては「安全宣言」を国に求めること。
　　（5）土壌汚染調査と汚染のない農地では作付け可能を表明するよう国と県に求めること。
　４．その他
　　（1）公共施設等の被害状況について的確な情報提供を行うこと。
　　（2）道路や河川の堤防等の被害状況の把握と危険箇所への早急な対応を行うこと。
　　（3）防火水槽等の消防防災施設の被害状況を調査し損壊箇所の早期復旧を行うこと。
　　（4）道路、下水道等の損壊箇所を早期に復旧すること。
　　（5）農業施設の復旧に対する支援策を講じること。
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議案番号等 議　案　名　等 審議結果
報告第３号 専決処分の承認を求めることについて（平成 22年度笠間市一般会計補正予算（第７号）） 原案承認

報告第４号 専決処分の承認を求めることについて（笠間市の特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に
関する条例の一部を改正する条例） 原案承認

報告第５号 専決処分の承認を求めることについて（笠間市教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関す
る条例の一部を改正する条例） 原案承認

報告第６号 専決処分の承認を求めることについて（笠間市国民健康保険条例の一部を改正する条例） 原案承認
報告第７号 専決処分の承認を求めることについて（笠間市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 原案承認
報告第８号 専決処分の承認を求めることについて（平成 22年度笠間市一般会計補正予算（第 8号）） 原案承認
報告第９号 専決処分の承認を求めることについて（平成22年度笠間市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）） 原案承認
報告第10号 専決処分の承認を求めることについて（平成 22年度笠間市介護保険特別会計補正予算（第４号）） 原案承認
報告第11号 専決処分の承認を求めることについて（平成22年度笠間市公共下水道事業特別会計補正予算（第５号）） 原案承認
報告第12号 専決処分の承認を求めることについて（平成22年度笠間市農業集落排水事業特別会計補正予算（第５号）） 原案承認
報告第13号 専決処分の承認を求めることについて（平成 23年度笠間市一般会計補正予算（第１号）） 原案承認
報告第14号 専決処分の承認を求めることについて（平成23年度笠間市公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）） 原案承認
報告第15号 専決処分の承認を求めることについて（平成23年度笠間市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）） 原案承認
報告第16号 専決処分の承認を求めることについて（平成 23年度笠間市立病院事業会計補正予算（第１号）） 原案承認
報告第17号 専決処分の承認を求めることについて（平成 23年度笠間市水道事業会計補正予算（第１号）） 原案承認
議案第46号 平成 23年度笠間市一般会計補正予算（第 2号） 原案可決
議案第47号 平成 23年度笠間市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第48号 平成 23年度笠間市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第49号 平成 23年度笠間市農業排水事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第50号 平成 23年度笠間市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

平成 23 年 第 3 回臨時会

災
害
復
旧
関
連
予
算
な
ど
を
可
決

　

４
月
26
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
、
震
災
復
興
の
た
め
の
補
正
予
算
な
ど
の
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
笠
間
市
で
は
、
市
道
の
損
壊
３
４
７
箇
所
、
公
共
下
水
道
管

渠
破
損
34
箇
所
、
農
業
集
落
排
水
管
渠
破
損
16
箇
所
、
上
水
道
管
渠
破
損
漏
水
１
２
３
箇

所
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。（
５
月
２
日
現
在
）
さ
ら
に

笠
間
支
所
が
使
用
不
能
に
な
る
な
ど
市
の
施
設
や
学
校

な
ど
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
震
災
の
復
興
に
向

け
た
補
正
予
算
が
主
な
も
の
で
、
一
般
会
計
で
は
約

10
億
７
０
０
０
万
円（
道
路
４
億
４
０
０
０
万
円
、
建
物

な
ど
約
６
億
３
０
０
０
万
円
）の
災
害
復
旧
費
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
議
会
と
し
て
も
補
正
予
算
の
編

成
に
あ
た
っ
て
は
、
災
害
復
旧
を
最
優
先
と
考
え
、
政

務
調
査
費
な
ど
議
会
費
の
歳
出
を
６
０
０
万
円
減
額
し

災
害
復
旧
の
費
用
に
組
み
替
え
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
他
で
は
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で

３
億
１
３
０
０
万
円
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

で
１
億
６
９
５
０
万
円
の
災
害
復
旧
費
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

採
決
で
は
、
被
災
者
支
援
や
危
険
箇
所
の
応
急
処
置

な
ど
急
を
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
専
決
処
分

の
承
認
な
ど
を
含
め
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

陥没した道路使用不能になった笠間支所

款 補 正 額
国庫支出金 412,355

県 支 出 金 59,128

繰 入 金 ▲ 21,443

市　　　債 760,000

　　計 1,210,040

（歳入）� （千円）

平成 23 年度
一般会計補正予算（第２号）

款 補 正 額
議 会 費 ▲ 6,000
総 務 費 10,886
民 生 費 25,978
衛 生 費 63,064
農林水産業費 5,950
商 工 費 30,400
土 木 費 ▲ 11,052
消 防 費 5,696
教 育 費 501
災害復旧費 1,074,617
予 備 費 10,000
　　計 1,210,040

（歳出）� （千円）

第 3 回臨時会　提出議案等の審議結果（4/26 議決）
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月　日 曜日 時　間 会　議 議　事

① 6月 1日 水 午前10時 本会議

開会、会期の決定
請願・陳情（付託）
議案上程・提案理由の
説明
質疑・討論・採決
（議案の一部）

② 2日 木 休　会 議案調査
③ 3日 金 午前10時 本会議 議案質疑・委員会付託
④ 4日 土 休　会
⑤ 5日 日 休　会
⑥ 6日 月 休　会 議事整理

⑦ 7日 火 休　会 常任委員会
（総務・土木建設）

⑧ 8日 水 休　会 常任委員会
（文教厚生・産業経済）

⑨ 9日 木 休　会 議事整理
⑩ 10日 金 休　会 議事整理
⑪ 11日 土 休　会
⑫ 12日 日 休　会
⑬ 13日 月 午前10時 本会議 一般質問
⑭ 14日 火 午前10時 本会議 一般質問
⑮ 15日 水 午前10時 本会議 一般質問

⑯ 16日 木 午前10時 本会議

各委員会委員長報告
質疑・討論・採決（議
案の一部）
閉会

お知らせ

　

市
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま

す
。
議
会
で
は
皆
さ
ん
の
生
活
に
直
結

し
た
重
要
な
問
題
が
審
議
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
政
を
身
近
に
知
る
た
め
に
も
議

会
を
傍
聴
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

■
議
会
傍
聴
の
手
続
き

　

本
会
議
開
催
当
日
に
、
市
役
所
３
階

の
受
付
で
住
所
・
氏
名
な
ど
を
記
入
し
、

傍
聴
券
の
交
付
を
受
け
て
傍
聴
席
に
お

入
り
く
だ
さ
い
。
定
員
は
、
記
者
席
を

含
め
て
36
席
で
す
。

■
第
２
回
定
例
会

　

次
回
の
定
例
会
は
、
下
記
の
と
お
り

６
月
１
日
か
ら
開
催
す
る
予
定
で
す
。

■
２
月

　

18
日　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

21
日　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

22
日　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

■
３
月

　

１
日
～
18
日

　
　
　
　
　
　
　

第
１
回
定
例
会

　

４
日　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　

７
日　
　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

土
木
建
設
委
員
会

　

８
日　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

産
業
経
済
委
員
会

　

10
日　
　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　

11
日　
　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　

18
日　
　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　

24
日　
　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

　

29
日　
　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

　

30
日　
　
　
　

全
員
協
議
会

■
４
月

　

12
日　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

編
集
委
員
会

　

21
日　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

26
日　
　
　
　

第
３
回
臨
時
会

■
５
月

　

17
日　
　
　
　

議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

編
集
委
員
会

　

20
日　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

25
日　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

議 

会 

日 

誌

議会を傍聴してみませんか請願・陳情

平成 23 年第２回笠間市議会定例会会期日程（案）

※日程は変更になる場合もあります。

　

市
政
な
ど
に
つ
い
て
要
望
が
あ
る
と
き
は
、
だ
れ
で
も
市

議
会
に
対
し
請
願
・
陳
情
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
請
願
・

陳
情
は
、
文
書
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の

請
願
・
陳
情
書
の
作
成
・
提
出
方
法
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

■
請
願
・
陳
情
書
の
作
成
、
提
出
方
法

　

①�

請
願
・
陳
情
書
に
は
、
特
に
決
め
ら
れ
た
様
式
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
下
記
の
書
式
例
を
参
考
に
、
日
本
語
を
用

い
て 

件
名
、請
願
・
陳
情
の
要
旨
、提
出
年
月
日
、請
願
・

陳
情
者
の
住
所
、
氏
名
（
法
人
の
場
合
に
は
、
そ
の
名

称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）、電
話
番
号
を
記
入
し
、請
願
・

陳
情
者
が
押
印
し
て
、
笠
間
市
議
会
議
長
あ
て
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
さ
れ
る
方
が
複
数
の
場

合
は
、
ほ
か
○
人
と
記
入
し
て
、
署
名
簿
を
添
付
す
る

か
連
署
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②�

請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員
（
１
人
以
上
）
の
署
名
又
は

記
名
押
印
が
必
要
で
す
。
陳
情
書
に
は
紹
介
議
員
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
請
願
・
陳
情
の
取
扱
い

　
　

�

持
参
い
た
だ
い
た
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は
、
本
会
議

に
提
出
し
、
審
議
を
行
い
、
採
択
・
不
採
択
の
結
論
を

出
し
ま
す
。
た
だ
し
、郵
送
さ
れ
た
陳
情
に
つ
い
て
は
、

議
員
に
配
布
の
み
と
し
、議
員
活
動
の
参
考
に
し
ま
す
。

● 請願（陳情）書式例 ●

年　月　日

笠間市議会議長　様

　請願（陳情）者

　　住　　所　○○○○
　　氏　　名　○○○○
　　電話番号　○○○○
　　紹介議員　○○○○

○○○に関する請願書（陳情書）

　請願（陳情）の趣旨
　請願（陳情）事項

※�特に決められた書式はありません
が、上記を参考に作成してください。

※�陳情書には紹介議員は必要ありませ
ん。



情報あれこれ

　

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
地
域
の
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
大
地
震
は
、
笠
間
市
に
も
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
震
災
直
後
に

各
地
域
で
見
ら
れ
た
地
域
住
民
の
助
け
合
い

に
と
て
も
感
銘
を
受
け
、
こ
れ
こ
そ
が
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
と
実
感
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
震
災
に
よ
り
当
市
議
会
で
は
定
例

会
の
日
程
を
変
更
す
る
な
ど
異
例
の
事
態
と

な
り
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
度
予
算
が
可
決

さ
れ
、
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

依
然
と
し
て
続
く
余
震
や
原
発
事
故
に
よ

る
様
々
な
不
安
な
ど
過
去
に
類
を
見
な
い
事

態
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
笠
間

市
の
復
旧
復
興
も
含
め
た
市
議
会
の
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
よ
り
良
い
紙

面
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。�

（
橋
本　

良
一
）

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　
　

鈴
木　

貞
夫

副
委
員
長　
　

橋
本　

良
一

委　
　

員　
　

畑
岡　

洋
二

委　
　

員　
　

鹿
志
村
清
一

委　
　

員　
　

野
口　
　

圓

委　
　

員　
　

大
関　

久
義

編 

集 

後 

記

「がんばれ東日本!笠間から元気を発信します!!」

　ゴールデンウイークの目玉である「笠間の陶
炎祭」30年の歴史を止めることなく無事開催さ
れました。
　笠間市は今回の地震で震度 6強を観測し、多
くの窯元で登り窯が壊れるなどの被害がありま
した。さらに、自粛を求める声や商品に対する
不安もある中、東日本大震災の復興に役立つべ
き「チャリティー色」を盛り込み、関係者が一
丸となって盛り上げてきました。
　今回の祭典は、今までにないアイディアと意
気込み、お客様との一体感すら感じられる活気
のある会場でした。

（橋本　良一）

　震災の影響で出展できなかった窯元の空ブースを
使用して、県内のJAなどが初出店。風評と闘う「茨
城の野菜」を販売しました。初日より売れ行きは好
調で品不足になるほどでした。
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〒309-1792　茨城県笠間市中央三丁目２番１号　℡：0296-77-1101　E-mail：gikai@city.kasama.lg.jp　URL：http://www.city.kasama.lg.jp/gikai/

　売り上げの一部を東日本大震災の義援金として寄
付するチャリティーイベントも好評で多くの方が参
加していました。チャリティー参加者は、被災者支
援に貢献するとともに芸術との触れ合いに満足して
いました。

■茨城の野菜を販売■ ■チャリティーイベントも実施■

陶炎祭が開催されましたを合言葉に


